
畝
傍
山
の
西
ふ
も
と
に
広
が
る
大
谷
町
に
は
、
畝
傍
山
を
取
り
巻
く
慈
明
寺
・
山
本
・
四
条
・
大
久

保
・
畝
傍
・
吉
田
な
ど
の
各
町
が
、
そ
れ
ぞ
れ
氏
神
と
し
て
祭
る

畝
火
山
口
神
社

が
鎮
座
し
ま
す
。

毎
年
七
月
二
八
日
、
二
九
日
の
両
日
に
行
わ
れ
る
同
神
社
の
夏
祭
り
は
、
俗
に

お
峯
の
デ
ン
ソ
ソ

と
呼
ば
れ
る
近
隣
一
帯
の
お
祭
り
で
す
。
中
心
行
事
が

お
峯
山
の
水
取
り

と
い
う
神
水
汲
み
の
神

事
で
、
む
か
し
か
ら
二
八
日
の
早
朝
に
神
官
が
一
二
人
の
供
を
従
え
行
列
を
組
ん
で
壷
坂
峠
を
越
え
、

は
る
ば
る
大
淀
町
の
吉
野
川
へ
水
汲
み
に
出
掛
け
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
と
逆
に
大
阪
・
住
吉
神
社
か
ら
毎
年
（
二
回
）、
こ
こ
の
境
内
へ
土
を
取
り
に
来
る

住

吉
の
土
取
り

神
事
が
古
く
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
む
か
し
乗
馬
行
列
で
や
っ
て
き
て
、
持
ち
帰
っ
た

土
で
住
吉
神
社
の
神
具
を
整
え
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
両
神
社
の
間

で
、
な
に
か
古
い
行
き
来
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で

大
谷
村

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
明
治
一
五
年
ご
ろ
は
、
戸
数
が
一

八
戸
・
人
口
が
一
三
七
人
の
静
か
な
農
村
で
し
た
。
明
治
二
二
年
に
真
菅
村
の
大
字
と
な
り
昭
和
三
一

年
に

橿
原
市
大
谷
町

と
な
り
ま
す
。
平
成
一
二
年
現
在
、
戸
数
が
六
八
戸
・
人
口
が
二
一

人
で

す
。

夏
祭

お
峯
デ
ン
ソ
ソ


